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▲「里山千年構想」
  （『広報みのかも』2014年
　5月1日号）

▲鳩吹山からみた美濃加茂市域（「美
　濃加茂市文化財保存地域活用計画」
　〔2024年〕表紙写真）

▲絵葉書（日本ライン）

　木曽川沿いの雄大な景色が楽しめる「日本ライン下り」は、市の
観光の目玉として全国に誇る事業でした。しかし、多いときには年
間33万人を数えた乗船客も、観光スタイルの変化や時代の変遷に
よって徐々に減少し、2012（平成 24）年をもって事業は終了し
ました。現在その乗り場跡は、かつて主流だった「遊覧」という形
から、人々が自らに川に関わっていく「親水」空間へと生まれ変わ
り、川と街、人と人とをつなぐさまざまな活動が行われています。
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